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西原台団地自治会
2017(平成２9）年９月16日

自主防災会総合防災訓練

指導・協力 西原町 東部消防組合本部 浦添警察署

訓練参加人員～8０人
自治会会員参加名簿記入者～６８人

○ 指導・支援・視察（行政）
西原町～（総務部生活環境安全課職員）
東部消防組合消防本部(予防課・警防課職員）
浦添警察署（地域課・警備課職員）

○ その他見学者
西原町社会福祉協議会
日本防災士会沖縄県支部

自主防災会結成後５回目の総合防災訓練
 （平成24年～平成２９年実施）
 平成２６年は、数度にわたる台風の影響で中止

◎ 訓練実施～9月16日(土)

 訓練は、自主防災会規定（防災計画）の
「総合防災訓練」に基づき実施

○ 訓練内容
日時 平成２８年９月１６日（土）1８:００～２０：００
参加人員 ～８０人（自治会会員及び関係機関、見学者）
場所 西原台団地全域

台団地公園（児童公園）～避難場所・コミュニティセンター
・情報伝達訓練
・避難誘導訓練
・救出救護訓練（簡易担架の作成・搬送）
・消火訓練
・救急法－AED使用方法、胸骨圧迫法（心臓マッサージ）
・避難所開設運営訓練（自前の避難所開設・運営キット使用）
・給食訓練（アルファー米を使用、豚汁）

訓練概要（１）
訓練想定～

18:00 沖縄本島浦添市付近にある伊祖断
層がずれ、M６．９の直下型地震が発生した。

地震は、西原町で震度６強の強い揺れをも
たらし、台団地の家屋の多くが被害をうけ、
約3分の２が全半壊となる等大きな被害が出
た。

住民の中には、崩れた建物に閉じ込められ
たり、負傷者も多く出た。

訓練概要（２）

7月から関係機関と調整

防災計画～8月に役員会承認～ 住民に

「自主防災会たより」でも8月、9月に通知

防災訓練準備作業の推進

訓練班の割り付け

総務 情報伝達班
避難誘導班
救出救助班
給食給水班

防災計画書で事前広報（１）
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自主防災会防災たよりで事前広報（２） 防災訓練 事前、当日の広報 案内 等

情報伝達訓練～
前日の事前広報、当日の訓練開始等

◎波平会長～

防災無線の音声が小さいため、

自治会の広報マイクを使用して

事前広報、避難の呼びかけ等

情報伝達を行った。

◎各班長による避難の呼びかけ広

報を行った。

避難誘導訓練～

○ 災害時行動要支援者に見立てて搬送

○ 避難行動要支援者をリヤカーで搬送

避難誘導訓練～集合時間を計測

○ 早く到着した人～5分で避難所に到着
（受付時間）

○ 遅かった人は20分かかった。

訓練の特徴１ 黄色い布（安全確認）
（今回の実施率は減少、５０％の実施）
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交通誘導等に当たる上門自治会副会長と浦添警察署員

○ 訓練中～交通誘導で交通の安全
○ 交通誘導の旁ら空き巣狙いの警戒も
行った。

交通誘導等に当たる浦添警察署員
訓練状況～ 消火訓練
東部消防本部の指導

まず、「火事だー」と大きな声で

足も安定させて

手前から「ホーキ」を掃くように

救急法（AEDの使用方法と胸骨圧迫法）

女の子も戸惑いながら一生懸命

東部消防組合本部の指導

強く､早く、間断なく～基本です

救出・救護訓練（簡易担架で搬送）

物干し竿と毛布で簡単に作成

M班長（元那覇市消防本部 消防署長）の指導

子ども会で搬送

簡易トイレとワンタッチテントの設営方法

防災部長が「ポリバケツ、レジャーチェア、ゴミ袋で簡単に
簡易トイレの作成方法を伝授！

身近にある
物を利用

ワンタッチでトイレテント設置

避難所開設運営キットを使用した訓練の実施

大規模災害時に避難所の開設運営が大混乱。
、
避難所の開設運営がスムーズにいくための訓練

今回の訓練の特徴１
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避難所開設運営キットを使用した訓練の実施

コントローラー、ナレーター～ 新城防災部長

指揮～平良避難所運営副責任者

今回の訓練の特徴１ 避難所開設運営キットとは

避難所開設運営キットとは 今回の訓練の特徴２

◎ 災害時の安否確認を容易にする方策～継続実施

黄色い布を家族が安全である場合に「門扉」や「玄関

先のノブ」等に目立つように結び付け、安全との表示。

安否確認、救出作業も効率的、効果的である。

訓練の成果・効果～実施率は昨年の8割に比べ今回は

５０％と低調であった。

これまでは、自治会から黄色い布を配布していたが、今

回は配布なしで様子見であったこと等が低調の原因。

意識付けを継続する必要がある。

◎ 炊き出し訓練を自治会事務所（厨房）で実施

災害時の非常食アルファー米等の調達

昨年に引き続き総合防災訓練で厨房施設を使用

しての炊き出し訓練を行った。

役場からのアルファー米の提供のほか、沖縄県が備

蓄してあるものからポットボトル入りの飲料水について

提供を受け、訓練参加者に配布した。

今回の訓練の特徴３
炊き出し訓練～
◎給食・給水班の厨房での炊き出し状況

○手慣れた手つきでアルファー米もおいしく、
豚汁もおいしくできました。
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◎ 子どもを対象とした防災クイズの実施

台風、地震、津波、雷等についてのクイズを実施。
、
子ども会の多くの参加を見込んだが、夜間訓練と翌日が

運動会とということもあり、参加者は少なかった。

今回の訓練の特徴３

◎ 西原町生活環境安全課講評概要

西原町での自主防災会活動は、他の自治会でも組
織がなされ、活動も活発化してきております。その
中でも西原台団地の活動は、先駆けて活動して、頼
もしく思われます。
会長以下の皆さんが、取り組んでいることは、他の
自治会の模範でもあり、大変評価されます。

○初めての夜間訓練でありましたが、これからも創意
工夫を凝らした訓練を期待します。

講 評 概 要（１）

・東部消防本部（警防課）～
○ 計画を立て、役割分担に基づいて各人が
行動しており、よかった。
○ 災害は、いつでも起こりうる。日頃からしっ
かり備えを。自主防災会は、共助の中心的な
活動で、これからも活動の継続をお願いした
い。
○安否確認の黄色い布を門、玄関前に掲示す
る意識づけは、ぜひ継続して続けてほしい
○避難所開設運営キットを使用した訓練は効
果的でよかった。

講 評 概 要（２）

・浦添警察署～

○ 自主防災会の訓練計画に基づいての訓練はよい。

○ 初めての夜間訓練実施でしたが、今後も安全に配
慮した訓練の実施をお願います。

〇 防災については、自助、共助、公助が言われます
が、自治会については、コミュニケーション作りが大切
なことですので、 しっかり隣近所のコミュニケーショ
ンを図るのも大切なこと。

〇訓練は、創意工夫を凝らして実施されていて、参加
住民の防災・減災の意識も高い。

講 評 概 要（３）

訓練状況～講評及び閉会

西原町からの講評

自治会長のお礼の挨拶

東部消防講評

浦添警察署
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よ か っ た 点
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反省・教訓～意見等
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反省・教訓～意見等
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訓練の成果・効果（意識の高揚）

８0人（住民６８人参加者名簿記入）の参加者があり、今
後の訓練について更に積極的参加を期待。

健朗会、子供達は災害時の重要な対策要員となる。

日頃から災害発生時の心構えや防災グッズの準備､家
庭内で避難や連絡方法について話し合いをしよう。

災害は忘れた頃やってくる

防災・減災の基本～
「自助、共助、公助」

自助～自分の事は自分で守る
共助～ご近所は御近助です


